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軽油引取税に係る地方税法違反嫌疑事件の告発について

（製造承認義務違反の罪）奈良県は、昨年９月１０日に奈良県警察生活環境課の協力のもと、強制調査を実施し、その後押収書類等を精査してまいりましたが、本日（７月２１日）、地方税法違反（軽油引取税に係る製造承認義務違反）の嫌疑で、下記の者を奈良地方検察庁に告発しました。１ 犯則嫌疑法人 株式会社 ヤマモト（代表取締役 山本マサ子）本店所在地 奈良県橿原市五井町２２０番地の１犯則嫌疑者 山本 雅昭（やまもと まさあき・昭和４０年２月１７日生）住所 奈良県吉野郡吉野町大字南国栖５２６番地（上記犯則嫌疑法人の従業員で前代表取締役である。）２ 犯則事実等の概要株式会社ヤマモトは、地方税法における軽油引取税において、元売業者又は特約業者以外の者で、奈良県橿原市五井町２２０番地の１に本店事務所を置き、石油製品の製造及び販売等を業としており、犯則嫌疑者山本雅昭は、当該法人の代表取締役として業務全般を統括する立場にあったものであるが、犯則嫌疑法人の業務に関し、奈良県知事の製造等の承認を受けることなく、平成２４年１１月６日頃から平成２６年９月８日頃までの間、７１０回にわたり、一般取扱所及びタンクローリー内等において、軽油と灯油を混和して合計７１５万リットルの軽油を製造した。３ 罪名及び適用法条等罪 名：地方税法（軽油引取税）違反適用法条：地方税法第１４４条の３２第１項第１号（製造等の承認を受ける義務等）地方税法第１４４条の３３第１項（製造等の承認を受ける義務等に関する罪）地方税法第１４４条の３３第６項第１号（両罰規定）罰 則：製造承認義務違反１０年以下の懲役若しくは１０００万円以下の罰金又は併科（法人に対しては３億円以下の罰金）４ 告発の事由被告発人は、１年以上の長期にわたって、奈良県知事の承認を受けることなく、軽油に灯油を混和して軽油を製造し、加えて、その発覚を免れるために軽油周辺油種に添加されている識別剤を除去した灯油を用いるなど、その行為は計画的であり、かつ極めて悪質な行為である。かねてより、軽油抜取調査の結果に基づき、県徴税吏員が不正軽油の製造を止めるよう、再三にわたって指導してきたにもかかわらず、これを無視して製造を継続していたものである。かかる行為は、公正な市場競争をも阻害する重大な犯罪行為であることに加えて、納税秩序をも破壊する行為でもあることから、これを法に照らして厳しく糾し、処断する必要があるため。


